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北海道珊瑠 ・光竜金銀鉱床のK-Ar年 代

K-Ar ages of the Sanru and Koryu mines in 

Hokkaido, Japan

苣 木 浅 彦(Asahiko Sugaki)*

磯 部 清(Kiyoshi Isobe)**

K-Ar ages of adularia from epithermal gold-silver quartz veins of the Sanru and Koryu mines 

which belong to Kitami and South-western metallogenetic provinces in Hokkaido respectively, 

have been determined. Adularia occurs as band, 2 to 5mm in width, in crustified banding quartz 

associating with dark colored gold-silver bearing band (Ginguro). A K-Ar age of 12.4•}0.6 Ma 

was obtained for adularia from the -120m level of the Juji vein, Sanru mine, whereas adularia 

from the 20m sublevel of the 60m level of the No. 1 vein, Koryu mine, gave a K-Ar age of 1.0•}

0.3 Ma. The former age corresponds to the Middle Miocene and suggests that one of mineraliza

•Etion of gold-silver in the Kitami metallogenetic province occurred that period. The age of 1.0

•} 0.3 Ma for the Koryu mine is a youngest age for gold-silver mineralization in Japan according to 

all K-Ar age data for epithermal vein up to the present as given in Table 1, and it is significant 

to note that a hydrothermal mineralization which produced a gold-silver quartz vein in Hokkaido 

occurred in the Pleistocene age, as nearly the same time as that of the Hishikari and Ohra mines 

in the northern Kagoshima of Kyushu, Japan.

1.ま え が き

本邦 に おけ る浅熱 水 性鉱 床 の鉱 化時 期 につ い て は,

主 として鉱脈 中の氷 長石,一 部 絹雲 母及 び明 ぽん石 を

用いてK-Ar年 代 の測 定 が 行 なわれ, Table 1の よ う

な結果***が 報 告 され て い る。 これ に よれ ば兵庫 県 竹

野鉱 山,新 潟 県佐 渡鉱 山及 び秋 田県阿 仁鉱 山産氷長 石

の生成期 は新 第三 紀 中新 世 の前 期乃 至 中期 に相 当 し,

東北 日本 グ リーン タフ地 域 の西 黒沢乃 至女 川期 に当た

り,黒 鉱 々床 の鉱 化期 とほぼ時 を同 じ くして いる。一

方北 海道千歳 鉱 山,宮 城 県細 倉鉱 山,山 形 県八谷鉱 山,

群馬県根羽 沢鉱 山,静 岡県 清越鉱 山,鹿 児 島県 串木野,

花篭,赤 石,岩 戸及 び春 日鉱 山か らの資料 は,こ れ ら

の鉱 床の生 成期 が中新 世末 期乃 至鮮 新世 であ る ことを

示 してい る。 さ らに鹿 児 島県菱 刈及 び大 良鉱 山の金銀

鉱脈 及 び静 岡県 清越 鉱 山不 毛 石英 脈 中 の氷長 石 のK-

Ar年 代 は そ れ ぞ れ1.5±0.2, 1.8±0.2及 び1.11

±0.06Maで,と もに第四 紀更新 世 に当 る。このよ うに本

邦 におけ る浅熱 水性 鉱床 の生成 期 は新第 三紀 中新世 よ

り第 四紀更 新世 に いた る広範 囲 に亘 ってい る。しか し,

そ の資料 はまだ少 な く,断 片的で,鉱 床区 な ど全般的

な鉱 化作用 の的確 な年代 につい ては判 っていない。

Fig. 1. Location of the Sanru and Koryu mines in 
Hokkaido.

1, Kitami metallogenetic province.
2, South-western metallogenetic province.
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Table 1. K-Ar ages of the epithermal deposits in Japan obtained up to the present

1) Veins of the Suzuyama and Asia mines belong to deposits of xenothermal type (Nakamura & Miyahisa, 1976).

筆者 らは北海 道珊瑠 及 び光竜鉱 山(Fig. 1)の 金銀 鉱

脈 につ いて研究(苣 木 ら, 1982, 1984)し たが,こ の

研究 中両鉱 床産 氷長 石のK-Ar年 代 を検討 し,興 味 あ

る結 果 を得た。 以下 これ につ いて報 告す る。

2.年 代 測定試 料

珊 瑠鉱 山産 氷 長石:十 字 樋-120m地 並 産鉱 石 中 の

氷長 石 を分析試料 として用 いた 。氷長 石 は縞 状石英 中

2～4mm幅 の白色縞 として生 じて いる。氷 長石縞 の内

側(脈 の中央側)の 乳 白色細 粒石 英縞 に は1～2mm幅

の銀黒 がみ られ る。 氷長 石 は鏡 下 で30～120μm大 の

自形 乃 至半 自形 結 晶 と して石 英 と密 に 組 合 ってみ ら

れ,両 者 の粒間 を と きに カオ リンが埋 めてい る。氷長

石結 晶中 には局部 的 に微量 の微粒 状 カオ リンあるいは

絹雲母 が生じ てい る。

年 代測定 用 の試 料 は上記 の鉱石 中氷長 石 に富 む縞 の

部 分を60メ ッシュ以下 の粒 度 に粉砕 した後,水 中で淘

汰 して石英 を除 き,氷 長石 を濃 集 させ た もので,粉 末

X線 回析 の結果,試 料は氷 長石 を主 とし,少 量 の石英,

カオ リン及 び絹 雲母 を含 んで い る。

光 竜鉱 山産氷 長石:普 通 幅0.5～3mm,ま れに1cm

程 度の 白色縞 と して,多 くは鉱 脈 の盤 際 に近 く,石 英,

含金 銀硫 化物,銀 黒,緑 泥石 及 びバ ー ミキ ュライ トの

縞 に伴 って産 す る。

* 表 中の 鉱 山 及 び鉱脈 の 和名 は下記 の よ うで ある
。

1,光 竜(1号 脈); 2,菱 刈; 3,大 良; 4,八 谷(第2本〓,カ ニ沢2号〓,東 天 狗〓); 5,大 江(千 才

脈); 6,清 越(2号 脈); 7,赤 石(第 一鉱 体); 8,串 木 野(1号〓); 9,岩 戸(岩 下鉱 体,岩 戸 山,荒 平

鉱体); 10,千 歳(美 笛 本〓,大 黒 新〓); 11,花 篭; 12,根 羽 沢(本〓,万 才2号〓,万 才3号〓); 13,

春 日(園 見 岳); 14,細 倉; 15,高 玉(末 広 新 第3号 脈); 16,阿 仁(恵 比 寿〓); 17,珊 瑠(十 字〓); 18,

錫 山(紋 無上 盤〓); 19,佐 渡(東 大 立 脈,鰐 口脈); 20,足 尾(横 間 歩〓); 21,竹 野.
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Table 2. K-Ar ages for adularia from the Sanru and Koryu mines
, Hokkaido, Japan

λβ=4.96×10-10/yr,λ
E=0.581×10-10/yr, 40K/K=0.01167 (atomic %)

年 代 測定 に供 した 試 料 は1号 脈60m地 並20m中

段採堀場 よ り採 集 され た。氷 長石 は約20cm幅 の累被

縞 状石英 脈 の上 盤際 に近 く, 2～5mm幅 の 白色縞 とし

て累被縞 の一部 を な して産 し,そ の内側 に は縞 状乳 白

色石英 に伴 って2～5mmの 灰 緑 色 緑泥 石 及 び含 金銀

硫化物縞 がみ られ る。鏡 下で氷 長石 は普通1～3mm大

の(110)及 び(101)面 の発達 した結 晶 の集 合 で,石 英

を伴 う。 測定試 料 は双眼 顕微鏡 下 で選別 して氷 長石 の

みを集 め た もので,粉 末X線 回析及 びEPMA分 析 の

結果 はほ とん ど氷長 石 のみで あ った。

3.測 定 結 果

上記 の測定試 料 につ いてTeledyne Isotopes社 で分

析,計 算 されたK-Ar年 代 値がTable 2に 示 されて い

る。 この場 合年代 計算 に用 いた壊 変定 数は λβ=4.96×

10-10/yr及 び λe=0.581×10-10/yrで, 40Kの 同位 体存

在比40K/K=1.167×10-2 at%で あ る。 分析 の結果 得

られたK-Ar年 代 は

珊 瑠鉱山 十字〓 産 氷長 石: 12.4±0.6Ma

光 竜鉱 山1号 脈 産 氷長石: 1.0±0.3Ma

であ る。

4.考 察

北海 道の浅熱 水金 銀鉱 床 の生成期 に関 す る同位 体年

代の資料 は,こ の種 の鉱床 が経 済的 かつ 学術的 に重要

な鉱床 であ るにかか わ らず,千 歳鉱 山産 氷長石 か ら得

られ た4.7Ma値(山 岡, 1978;通 産 省 広 域 調 査,

 1979a)及 び大江 鉱 山千 才脈 絹 雲母 化母 岩 よ り求 め ら

れた3.3Ma値(前 田・伊藤, 1985)の み で,き わ め て

僅かで あ る。 北海 道 の新 第三 紀 グ リー ンタ フ地域 にお

け る浅 熱水 金 銀 鉱床 は東 北 部 の北 見 鉱床 区 と西 南 部

(東北 日本 内帯)鉱 床 区 とに2分 され るが,今 回生成 期

を検 討 した珊瑠 鉱 山は北 見鉱 床区 に,光 竜鉱 山は後 老

の鉱床 区に属す る(Fig. 1)。 したが って これ らの年代

値 はそ れぞれ の鉱 床区の鉱 化期 に関す る基礎 的資料 と

な る。

珊瑠鉱 床の生 成期 は中新 世中期 に相当 し,佐 渡及 び

阿仁鉱 床 のそ れ とほぼ同一 時期 に生 じた ことにな る。

北 見鉱床 区に は この珊瑠鉱 山の ほかに鴻之舞,沼 の上,

北 隆及 び雄武威 な どの重要 な金銀鉱 床が あ る。しか し,

これ らの鉱床 の生成 期 につ い ての 資料 が全 くな い の

で,珊 瑠鉱床 か ら生成年代 の資料 が出 され た ことは意

義 があ る*。

光竜鉱床 の年代値1.0±0.3Maは 数値 の上で は本 邦

におけ る浅熱 水金銀 鉱床 中最 も新 しい生成 時期 に相 当

す る。1～2Maの 第四紀 更新世 の金銀鉱化 作用 は,こ

れ まで菱刈及 び大 良両鉱床 にみ られ る よ うに,主 に南

九州 での特徴 の よ うに考 え られて いるが,ほ ぼ同時期

の鉱 化作用 が北海道 酉南部 の グ リー ンタフ地域 にお い

て も見い 出 された こ とは極 めて重要 であ り,清 越 鉱 山

不毛 石 英脈 産 氷長 石 の 年代 値1.11Maを も考慮 に入

れれ ば,さ らに この時 期の鉱化 作用 に よる浅熱水 金銀

鉱床 の存 在が 南九州 以外の地域 で も期待 され る。 光竜

鉱 床 は千歳鉱床 と同一地域 に属 し,ほ ぼ同一時期 の鉱

化 作用 に よって生 じた と考 え られ て い る(Yajima,

 1979)。しか し,両 鉱山産氷 長石 の年 代値 は数値の上 で,

測 定誤差 を考慮 して も明 らかに違 いがあ る。 この よ う

な見地 か ら両鉱床 の鉱化作 用を比較 してみ る必要が あ

る。 また光 竜鉱 山**の 鉱 化作 用 はそ の年 代 よ り考 え

て,支 笏 火山初期 あ るいはその前身(例 えば〓 岳熔岩

及 び735m山 熔 岩 な ど)の 火山 活動(土 居 ・小 山内,

 1956)と 関 係す る疑 もあ る。 この両者 間の成 因的関 係

につ いて は明 らかで ないが,検 討 してみ る価値 はあ る。

今後 の課題 であ ろ う。

謝 辞　 本研 究 に当 り種 々ご援 助 いただ いた合 同

* 鉱床 の タ イ プは違 うが
,近 くの下 川 鉱 山産 の氷 長 石 か ら16.2±0.4Maと い う値 が報 告 され て い る(柴 田 ら, 1979)

** 光竜 鉱 山 は支 笏 湖 に近 く
,湖 岸 よ り北方 約5kmに 位置 す る。
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合 層 鉱 物 のK-Ar年 代 は そ れ ぞ れ5.2±0.4及 び6.5±

0.3Maで あ り,ま た銅 鉛 亜鉛(重 晶石,石 膏,金 銀)鉱

染 ・塊 状鉱 床 に み られ る変 質 帯 マ イ カのK-Ar年 代 値

は幌 別(12.3Ma),南 白老(12.6Ma),財 田(14.0Ma)

及 び蔭 ノ沢(14.2Ma)の12.3～14.2Maで あ る。

一 方,北 薩地 球 の 金銀 鉱床 産 氷 長 石 につ いて新 し く

得 られたK-Ar年 代値 は 布計(1.40±0.19Ma),黒 仁 田

(1.3±0.7Ma),大 口(1.1±0.5Ma)及 び菱 刈(0.86±

0.12Ma)で,す べ て 第 四紀 更新 世 の 鉱化 期 を示 して い

る。
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